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全く新しい除菌抗菌剤
～薬品や塩素に頼らない抗ウイルス除菌抗菌剤～





比較一覧表
光触媒系

ステリクリア

アルコールフリー アルコールプラス

速乾性を高める為に
エタノールを添加

◎
（汚れは落とせない）

◎
○ ○
ほぼ無臭

（極弱クエン酸臭） エタノール臭 無臭またはエタノール臭

△ ◎
× × ×

×

○
×

（食塩水に戻る）
×

（水に戻る）
○

◎
◎

（さらにパワーアップ）
◎

（さらにパワーアップ）
◎

（さらにパワーアップ）

◎

○◎ ◎
危険物に当てはまらない危険物に当てはまらない

製造から６か月

必要なし 必要なし 必要なし 必要なし 必　要 必要なし 濃度によって必要な場合あり

製造から６か月 ○ ○ ○
危険物に当てはまらない 危険物 混ぜるな危険

時間と共に食塩水になる 数日で水に戻る
（作り置き不可）

危険物に当てはまらない ph値と濃度によって
注意が必要

◎△

△ ◎ △ △ △
エタノール臭 塩素臭 弱塩素臭 塩素臭

○ × △ ○ ○
◎ ◎ △

（耐薬性ウイルスには効果が薄い）
◎ ◎ ◎

× × × ×

◎
（汚れは落とせない）

◎
（抗菌性は１週間以上から２年ほど様々）

△
（光がないと全く作用しない）

○
（30秒以上必須）

◎
（汚れの除去をしてから
使用、その後水洗い）

３ステップ

◎
（汚れの除去をしてから
使用、その後水洗い）

流水で使用する事が前提、３ステップ 

◎
（汚れの除去をしてから
使用、その後水洗い）

３ステップ

コーティング剤の場合、
使用前に洗浄と滅菌処理が
必要

耐性ウイルスを作る
場合がある

光触媒系
（コーティング剤含む）

アルコール
（消毒用エタノール70％以上）

次亜塩素酸ナトリウム及び
希釈した水溶液等

(10～1000ppm～ 濃度は様々）
食品添加物

次亜塩素酸水
（10～80ppm）食品添加物

次亜塩素酸水とうたっている
電解次亜水又は

混合物を水で希釈した水溶液等
（81～1000ppm～  濃度は様々）

薬品系 塩素系
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厚生省が食品添加物として認めてい
る「次亜塩素酸水」は電気分解生成
器のみが流通し液体の流通は認めて
いない。

次亜塩素酸ナトリウムと希塩酸やク
エン酸の混合液は食品添加物として
認められていない、また混合水溶液
の販売は許可されていない。混合液
は次亜塩素酸水ではない。

食品添加物として認められている濃
度とph、生成方法ではない為、次
亜塩素酸水とは別物。水で希釈した
場合でも食品添加物として申請及び
許可されていない。

※1光触媒（アパタイト被覆二酸化チタン：特許第4385115）と過酸化物（ＯＨラジカル）の複合材
※2専用電気分解生成器のみで生成された液体のみ
※3次亜塩素酸ナトリウムや精製塩を電気分解、希釈、又はｐｈ調整されたもの等

※2
※1 ※3

○
（抗菌性は数日間）

○
（抗菌性は数日間）

△
（ph値と濃度によって様々）

×
（水に戻る）

△
（ph値と濃度によって注意が必要）
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